
る
電
算
機
は
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
二
三

○
’
六
○
と
よ
ば
れ
る
国
産
最

大
最
新
の
電
算
機
と
そ
の
シ
ス

テ
ム
群
か
ら
な
り
、
全
国
に
あ

る
同
行
の
支
店
、
営
業
所
か
ら

の
デ
ー
タ
を
記
憶
し
、
指
令
す

る
も
の
で
文
字
ど
う
り
、
同
行

の
頭
脳
に
な
る
。

☆
第
四
突
堤
に
東
洋
一
の

船
客
タ
ー
ミ
ナ
ル

神
戸
港
に
出
入
り
す
る
観
光

船
の
数
は
年
々
増
加
し
、
外
人

観
光
客
も
急
増
し
て
い
る
が
、

こ
れ
を
受
け
い
れ
る
施
設
は
ふ

る
び
た
倉
庫
の
二
階
に
送
迎
デ

ッ
キ
が
あ
る
だ
け
と
い
う
お
そ

ま
つ
な
も
の
。
来
年
は
万
博
も

開
か
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
機
に

神
戸
市
で
は
総
工
費
二
十
億
円

を
投
じ
て
、
東
洋
一
と
い
う
パ

ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
建
設
工
事
を
す
す
め
て
い

る
。

こ
の
パ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
・
タ

ー
ミ
ナ
ル
は
大
部
分
が
神
戸
大

橋
を
架
け
る
た
め
の
第
四
突
堤

の
延
長
部
分
に
建
て
ら
れ
る
。

一
階
は
貨
物
倉
庫
、
二
階
に
は

必
要
な
事
務
機
能
を
お
さ
め
、

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

工
事
は
昨
年
十
月
に
着
工
し

て
以
来
ま
だ
や
っ
と
、
鉄
骨
が

地
上
に
の
ぞ
い
た
程
度
で
、
完

成
は
来
年
の
七
月
の
予
定
。
普

通
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
く
ら

べ
て
工
期
が
倍
以
上
か
か
る
の

は
、
同
ビ
ル
が
特
殊
な
設
備
、

機
構
を
も
っ
て
い
る
た
め
で
、

総
工
費
も
五
十
億
円
を
超
え
る

も
の
と
み
ら
れ
る
。

ターミナル完成図

3７

鶏
輝
蝋
鋤
鰯
識
撫
蝉
識
蟻
・
驚
蕊
蝿

三
階
は
一
般
の
人
も
自
由
に
出

入
り
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
、
送

迎
デ
ッ
キ
を
設
け
、
駐
車
場
も

二
、
三
階
に
つ
く
ら
れ
る
。

ま
た
、
中
央
突
堤
で
も
、
倉

庫
を
パ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
・
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
改
装
す
る
工
事
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
極

東
航
路
を
対
象
に
し
て
お
り
、

中
央
突
堤
に
、
第
四
突
堤
の
タ

ー
ミ
ナ
ル
に
く
ら
べ
る
と
小
規

模
だ
が
、
二
つ
つ
く
ら
れ
る
。

第
四
突
堤
、
中
央
突
堤
、
い

ず
れ
も
万
博
ま
で
に
完
成
す
べ

く
工
事
を
い
そ
い
で
い
る
。

☆
銀
行
も
電
算
機
時
代

神
戸
銀
行
事
務
セ
ン
タ
ー

神
戸
銀
行
で
は
事
務
合
理
化

と
オ
ン
ラ
イ
ン
計
画
の
一
環
と

し
て
、
生
田
区
播
磨
町
の
本
店

南
側
、
二
千
平
方
脱
の
敷
地
に

地
下
二
階
、
地
上
八
階
、
塔
屋

二
階
、
床
面
積
一
万
三
千
平
方

脱
の
「
事
務
セ
ン
タ
ー
」
を
建

設
中
。
こ
の
ビ
ル
の
三
階
、
四

階
に
は
、
同
行
の
中
枢
機
能
に

な
る
電
算
機
群
が
お
か
れ
、
ピ

ル
の
機
能
、
構
造
も
こ
れ
ら
の

電
算
機
に
附
随
し
た
設
計
が
施

さ
れ
て
い
る
。
予
定
さ
れ
て
い ！

岩武照彦氏

し
力
大
ろ
い
ど
し
て
や
一

ｉ
Ｏ
０
０
８
０
０
０
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０
ｆ
０
Ｂ
０
０
０
０
ｈ
６
■
８
８
０
０
０
８
８
Ⅱ
０
Ⅱ
０
０
０
■
６
８
８
０
０
０
８
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
８
０
０
町
Ⅱ
０
８
Ⅱ
６
Ⅱ
ｌ
０
０
ｒ
Ｏ
Ｏ
ｒ
ｈ
ｒ
０
６
ｂ
■
■
ｇ
Ｕ
０
■
０
０
０
０
０
６
１
０
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８
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０
８
８
■
０
８
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②

☆
神
戸
経
済
同
友
会

新
代
表
幹
事
に

岩
武
、
小
泉
氏

溌騨難蕊篭溌

事務センター完成予想図

時ＫＯＢＥオフィスレディ￥

；

神
戸
経
済
同
友
会
で
は
四
十

四
年
度
の
代
表
幹
事
に
岩
武
照

彦
（
神
戸
製
鋼
所
常
務
）
、
小

泉
徳
一
（
小
泉
製
麻
社
長
）
の

両
氏
を
え
ら
び
、
四
月
十
四
日

の
通
常
総
会
か
ら
就
任
し
、
任

期
一
年
で
、
来
年
の
通
常
総
会

ま
で
同
友
会
代
表
幹
事
と
し
て

世
話
役
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。同

友
会
代
表
幹
事
は
、
二
年

以
内
な
ら
再
選
を
さ
ま
た
げ
ず

と
規
約
さ
れ
て
お
り
、
両
氏
と

も
代
表
幹
事
の
経
験
者
。
岩
武

氏
は
昨
年
に
ひ
き
つ
づ
き
、
小

泉
氏
も
四
十
年
度
に
つ
と
め
た

こ
と
が
あ
り
、
同
友
会
の
事
情

に
は
よ
く
精
通
し
て
い
る
。

属
シ
ら
こ
と
る
そ
つ
し
一

に
サ
か
と
る
す
。
守
っ
一

部
所
う
い
す
が
弁
を
お
業
一

務
一
同
い
し
酢
覚
の
ス
に
卒
一

勤
レ
で
と
が
心
感
司
一
ち
度
－

７
部
バ
ン
る
騒
に
、
上
ぺ
が
年
一

佃
務
子
ァ
い
で
郎
が
は
の
目
妃
一

く
総
女
ブ
て
か
五
い
と
分
し
校
一

劫
緬
緑
砿
詫
癖
銅
詠
趣
評
舘
嘩
津
一

子
誌
汰
歩
荊
詮
仙
唾
雑
誌
鉦
》
海
松
一

も
神
身
ツ
ヤ
好
が
ろ
で
が
に
と
つ
住
一

止
隼
帳
蓉
↓
↓
雅
珪
諦
嘩
垂
Ｌ
症
唯
一

久
重
か
ま
ネ
ポ
そ
い
の
の
な
と
さ
北
一

菱
ち
。
マ
ス
だ
渋
も
事
さ
い
子
原
一

三
ｍ
る
の
な
き
ら
は
仕
小
た
も
篠
一

此
い
部
ん
好
か
段
、
、
き
と
区
一

ｍ
て
一
へ
も
う
普
く
て
い
る
灘
一

し
力
大
ろ
い
ど
し
て
や
一
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＄

☆長田は，兵庫運河一兵庫－長田
一板宿とつながる西の臨海既成市
街地軸の一つのポイントです。
兵庫の流通機能に対して，ここ
は，生活中心機能が市街地活動の
重点になっています。神戸デパー
トなどが建ち並んだ大橋市街地改
造事業は，従来からも賑やかだっ
た商店街活動に大きな刺激を与え
ました。街の喫茶店なども次から
次へときれいに模様替えしていき
ます。公共事業としての拠点開発
が周辺に与える効果を，評価すべ
きでしょう。
生活中心を支えるものは，何と
いっても人口です。人口が集って
くるためには，住宅を用意しなけ
ればなりません。そこで，次は工
場アパートなどで集約化された工
場の跡地などに，公共の市街地住
宅拠点がどんどん配置されていく
必要があります。
住宅公共拠点は，住宅そのもの
も市街地のなかの生活が魅力的に
なる新しい都市住宅でなければな
りませんが，同時に，下町として
の長田の街の生活をうるおいある
ものにする子供のための児童公
園，大人のためのアトリエ，大人
と子供のサロン，とでもいったも
のを組合せた設計であるべきでし
よつ９

'１

水

神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
⑳

臨
海
既
成
市
街
地
の

西
軸
再
開
発
そ
の
１

3８

谷
頴
介
十
チ
ー
ム
・
Ｕ
Ｒ
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和
風
の
離
れ
が
あ
る
す
ま
い

神
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
⑳

; 驚鍵繍繍鱗
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
。

☆山手幹線道路沿いの以前きれいな
お花畑があった土地が最近，宅地造
成されました。広い道路ができて，
ガソリンスタンドやマンションなど
が，ぽつぽつと建ち並びはじめた環
境の中で，とり残されたようにカラ
フルな花を咲かせている様子は，何
かちぐはぐなようでも周囲には大変
うるおいのある光景だったのです。
それが，ある日突然十区画ばかり

の宅地に変って，まず建てられたの
がこの二軒の住宅です。
新しい宅地が今後どんな姿になっ
ていくかを暗示してくれるのが，こ
の家です。
このすまいでは，ガレージとアプ

ローチ部分を南の道路側にとり，住
居部分を少し後退させ，また，後の
平屋は前の２階建のおかげで，割合
落ちついた雰囲気を保つことができ
ています。

それぞれが全く独立した機能を持
っていて，しかも，南側の前面の２
階建の１階コンクリート造部分を共
有できるような形で，つながってい
ます。現在，後のお家は，離れのよ
うな隠居屋的な役割でむすばれてい
ます。この新しい和風のすまいは，
二世代，三世代が共同で暮らせる一
つの恵まれたタイプの一例だといえ
るでしょう。

（高月昭子）

淫

識
3９

蔦:副

水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
・
Ｕ
Ｒ

蕊
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Ｖ
／
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
機
の
開
発
研
究
が
十
五

年
程
前
か
ら
始
ま
っ
た
。

滑
走
路
の
不
要
な
垂
直
離
発
着
す
る

Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
機
は
一
見
便
利
な
よ
う
で
あ

る
が
、
短
距
離
の
滑
走
で
離
発
着
す
る

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
機
の
も
つ
経
済
性
に
は
、
今

の
と
こ
ろ
及
ば
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
高
揚
力
装
置
の
利
用
そ
の
他

で
一
寸
し
た
滑
走
路
を
使
う
だ
け
で
推

力
の
垂
直
成
分
の
ほ
か
に
固
定
翼
の
揚

力
が
利
用
で
き
る
た
め
、
機
体
の
出
力

に
対
し
て
の
重
量
比
を
大
き
く
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
だ
。
現
段
階
で
は
Ｖ

Ｔ
Ｏ
Ｌ
機
よ
り
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
機
の
方
が
、

多
く
の
人
や
物
を
の
せ
う
る
利
点
が
あ

る
。Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｌ
機
の
備
え
る
べ
き
条
件
は

翼
が
揚
力
の
非
常
に
高
い
装
置
を
備
え

て
い
る
か
、
さ
ら
に
、
低
速
時
に
揚
力

の
補
い
を
す
る
装
置
を
も
つ
こ
と
が
必

諸
岡
博
熊

八
神
戸
市
企
画
局
調
査
部
副
主
幹
Ｖ

航
空
機
の
使
命
は
空
中
を
飛
行
す
る

こ
と
に
あ
る
た
め
、
な
る
べ
く
な
ら
地

面
滑
走
を
避
け
た
い
。
し
か
し
、
滑
走

路
が
全
然
不
要
の
飛
行
船
や
軽
気
球
の

類
い
で
は
、
空
気
よ
り
軽
い
航
空
機
と

な
っ
て
速
度
が
出
せ
な
い
。
飛
行
速
度

を
大
き
く
す
る
た
め
に
は
固
定
翼
を
も

つ
飛
行
機
の
形
式
を
と
る
こ
と
と
な

る
。
そ
の
た
め
滑
走
路
を
利
用
し
て
陸

発
着
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
飛
行
機
の
速

度
が
向
上
す
る
と
、
翼
の
抵
抗
が
大
き

く
な
る
の
で
、
小
さ
く
し
て
抵
抗
を
減

ら
そ
う
と
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ま
す
ま
す
滑
走
路
長
が
増
大

し
、
三
、
○
○
○
腕
を
越
す
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
滑
走
路
が
な
が
い
こ

と
は
す
な
わ
ち
空
港
敷
地
が
大
き
く
な

る
の
で
、
都
心
を
離
れ
た
と
こ
ろ
に
そ

の
立
地
を
求
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て

き
た
。
こ
う
な
る
と
、
空
港
間
を
い
く

ら
速
く
飛
ん
で
も
、
都
心
連
絡
に
時
間

が
か
か
り
す
ぎ
て
、
全
体
と
し
て
他
の

地
上
交
通
機
関
と
大
差
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
、
都
心

の
狭
い
と
こ
ろ
で
も
離
発
着
の
で
き
る

☆
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル

Ｖ
／
Ｓ
Ｔ
ｎ
￥
し

ぐ
の
風
ざ
巴
へ
の
ぽ
○
算
Ｓ
ｍ
丙
の
‐
○
魚

四
国
ロ
伊
四
国
ロ
」
ロ
”

垂
直
離
着
陸
／
短
距
離
滑
走
離
着
陸
機

比出

4０

ザ
子
脇
か
や
》
》
〉
ｘ
○
々
８
心
踊
竺
牢
Ｐ
“
師
呪

Ｖ ＴＯＬハリアーの離陸するところ

要
と
な
る
。
前
者
か
ら
、
ジ
ェ
ッ
ト
・

フ
ラ
ッ
プ
な
ど
の
高
揚
力
装
置
、
後
者

か
ら
、
推
力
を
揚
力
と
し
て
利
用
す
る

形
式
の
機
体
が
考
え
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｌ
機
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
対
し
、
最

大
巡
船
速
度
が
す
ぐ
れ
、
ペ
イ
ロ
ー
ド

（
積
載
能
力
）
が
多
い
点
な
ど
で
、
研

究
開
発
が
進
ん
だ
。
し
か
し
、
最
近
は

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
機
よ
り
む
し
ろ
Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
機

の
開
発
が
さ
か
ん
に
な
っ
て
き
た
。

Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
機
は
そ
の
推
力
の
利
用
方

法
と
さ
ら
に
高
速
飛
行
中
と
空
中
停
止

中
と
の
両
操
縦
装
置
の
種
類
別
な
ど
に

よ
っ
て
各
種
の
も
の
が
開
発
研
究
さ
れ

て
い
る
。
と
く
に
、
イ
ギ
リ
ス
が
開
発

し
た
ホ
ー
カ
ー
・
シ
ド
レ
ー
冠
匡
圏
ハ

リ
ア
ー
は
唯
一
の
量
産
Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
機
と

し
て
、
同
国
の
航
空
工
業
界
の
与
望
を

担
っ
て
い
る
。

今
か
ら
十
六
年
前
、
ロ
ー
ル
ス
ロ
イ

ス
社
が
ハ
リ
ア
ー
（
Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
）
機
の
原

理
を
発
表
、
試
作
第
一
号
機
が
テ
ス
ト

フ
ラ
イ
ト
し
た
の
が
十
二
年
前
、
こ
れ

を
軍
用
の
Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
攻
撃
機
と
し
て
テ

ス
ト
を
こ
こ
九
年
ば
か
り
実
施
し
て
い

る
。
独
・
仏
・
米
三
国
と
も
こ
の
開
発

か
ら
手
を
引
き
ハ
リ
ア
ー
を
見
守
っ
た

理
由
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
航
空
工
業
界
の

技
術
の
優
秀
さ
に
対
し
同
国
空
軍
が
冷

た
く
扱
っ
た
か
ら
と
い
わ
れ
る
。
実
現

に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
が
最
近
、
ソ

連
の
地
中
海
鑑
隊
が
同
種
の
ジ
ェ
ッ
ト

機
を
飛
ば
し
て
い
る
と
い
う
情
報
が
西

側
軍
事
通
に
伝
え
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
海

兵
隊
は
十
二
機
急
い
で
発
注
し
た
と
い

わ
れ
る
。
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｢ 函らしくないデザイン

F 1 頃なにごとにつけ個性的，独創的を標
傍なさるお方でも，さてマイルームとな
ると途端に和風らしくとか，北欧風ムー
ドとか，いわゆる蔓らしきごデザインを
所望なさるのが常。
そこでデザイナーは思うのです。ナゼ

人は自分に合った，自分の住いを求めよ
うとは思われないのでしょう，若しこれ
が衣服であればミらしくミなんて済まさ
れないのでは……。
左の例は洋風の部屋にタタミと堀ゴタツ
の和式を取り入れ，コタツの持つ無精な
感じをバックの戸棚と空間の広さでおぎ
なった折衷の居間ですが，施主の住いに
対する偏見のないプレーンな意見とデザ
イナーのアドバイスがミらしさこのない
個性的な団ランの場を作り出したもので
す。
ミイリフネミには現在，老若合せて３

名のデザイナーが居り，彼等は常に神戸
っ子のアドバイザー足らんと日々研鎖怠
りなく待機中です。
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）
、
す
、
ぎ
ぎ
の
魚

の
上
に
限
り
ま

料
理
…
一
・
．

ｌ
瀬
戸
内

鯛
、
あ
一

こ
ん

ｌ
み
ど
Ｌ

圭
自
い
田
昼

会
席

、
鯛
の

赤
坂
名
物
神
戸
肉
を

北
《
挙
紫
＃
装
抑
→
側
珊
猟

紫
紫
非
み
よ
＃
や

鋪
糾
浮
ハ
溝
購
蕊

北
《

茎
滞

電
話
姫
路
⑳
一
二
二
一
番

食
道
楽
の
天
下
．

野
菜
を
た
つ
恋
り

山手四

ま

4２

戸 7 ８３６．７８４６

車
え
び
一
の
塩
や

生
、
可
則
り

の
風
を
蕊
し
む

に
こち‐
わ
．：

舌
づ
一
つ
み
が

閑
一
一
静
美 焼神戸
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る
ぽ

レ
ー
ス
の
か
か
っ
た
窓
ご
し
に
、
街
の
雑
踏
が
濃
く
、
灰
色
の

大
気
が
、
わ
ず
か
に
夕
映
え
の
建
築
物
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
浮
か
び

あ
が
ら
せ
る
頃
、
ロ
ビ
ー
で
は
、
外
気
と
離
れ
た
人
い
き
れ
で
、

視
線
を
こ
と
さ
ら
に
避
け
よ
う
と
す
る
か
、
或
い
は
自
分
が
注
視

の
的
に
な
り
た
げ
な
、
張
り
つ
め
た
呼
気
に
溢
れ
て
い
た
。

る

サ
ン
テ
レ
ビ
探
訪

一
●
袖
叩
一
戸

家
庭
電
化
の
合
言
葉
で
始
ま
っ
た
電
化
ブ
ー
ム
は
、
一
躍
、
テ

レ
ビ
を
時
代
の
旗
手
と
し
て
拾
頭
さ
せ
、
驚
く
ほ
ど
の
テ
ン
ポ
で

普
及
し
、
い
ま
や
一
世
帯
一
台
ど
こ
ろ
か
、
一
人
に
一
台
と
い
う

ほ
ど
生
活
の
一
部
と
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
兵
庫
県
で
は
、
隣
接
府
県
か
ら
の
放
送
し

か
な
く
、
神
戸
、
阪
神
間
で
は
在
阪
四
局
の
民
放
テ
レ
ビ
、
姫
路

西
播
地
区
で
は
岡
山
、
高
松
局
、
但
馬
で
は
鳥
取
、
淡
路
へ
行
け

ば
徳
島
テ
レ
ビ
を
見
せ
ら
れ
て
い
た
。

四
月
二
八
日
。
神
戸
製
鋼
と
神
戸
新
聞
の
社
員
は
、
い
ず
れ
が

ど
ち
ら
と
も
わ
か
ら
ぬ
ス
タ
イ
ル
ブ
ッ
ク
か
ら
の
切
り
抜
き
で
、

お
互
い
に
牽
制
し
つ
つ
、
メ
モ
を
読
み
な
が
ら
雑
談
を
生
み
だ
す

と
い
う
風
情
で
、
黙
っ
て
天
井
を
見
て
い
る
朋
友
を
い
ら
い
ら
さ

せ
な
が
ら
、
喫
茶
室
の
椅
子
を
お
ち
つ
か
せ
る
こ
と
も
な
く
、
四

時
間
後
の
本
放
送
を
待
っ
て
い
る
。

な
お
悪
い
こ
と
に
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
狭
い
階
段
を
連
る
よ
う

に
降
り
て
く
る
と
、
使
い
走
り
が
伝
言
を
胸
に
ぶ
つ
か
る
勢
い
で

蹴
上
る
。
そ
の
た
び
に
、
ロ
ビ
ー
の
住
人
は
ス
タ
ジ
オ
を
見
や
る

ス
タ
ジ
オ
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
〃
小
樽
の
女
〃
が
、
秒
を
刻
む

機
械
の
世
界
と
、
そ
の
た
め
に
時
間
を
消
費
す
る
世
界
を
悠
長
に

皮
肉
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
黒
く
天
井
を
塗
り
つ
ぶ
し
た
照
明
装
置

と
白
か
ら
黒
ま
で
の
横
縞
の
パ
タ
ー
ン
に
眼
を
据
え
つ
け
ら
れ
た

二
台
の
カ
メ
ラ
、
そ
れ
に
う
ね
う
ね
と
蛇
の
よ
う
に
走
り
動
く
配

線
の
静
け
さ
だ
け
が
、
ま
だ
人
の
臭
い
の
し
な
い
ス
タ
ジ
オ
の
不

満
に
耐
え
て
い
る
。

午
後
四
時
。
西
条
遊
児
・
笑
児
と
徳
永
芽
里
が
ス
タ
ジ
オ
へ
。

サンテレビホールのカメラリハーサル風景での安来節
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神
戸
並
び
に
四
五
○
万
県
民
を
有
す
る
独
特
の
風
土
と
広
域
を

持
つ
兵
庫
県
の
文
化
の
開
発
を
育
成
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
電

波
の
谷
間
と
い
わ
れ
た
姫
路
、
西
播
地
区
に
於
け
る
テ
レ
ビ
保
有

台
数
の
増
加
と
そ
れ
に
対
す
る
電
波
の
浸
透
の
必
要
性
、
同
時
に

西
播
、
東
播
の
工
業
地
帯
の
発
展
に
よ
る
市
場
性
の
増
大
と
、
そ

れ
に
と
も
な
う
販
売
革
新
の
媒
介
と
し
て
の
テ
レ
ビ
メ
デ
ィ
ア
に

対
す
る
需
要
、
ひ
い
て
は
県
域
全
体
に
わ
た
る
道
路
網
の
整
備
と

共
に
要
求
さ
れ
る
通
信
網
、
情
報
網
の
必
要
性
、
人
の
移
動
の
裏

に
潜
む
情
報
の
交
換
に
対
す
る
要
求
、
こ
れ
ら
が
あ
い
ま
っ
て
、

「
兵
庫
県
に
も
独
自
の
テ
レ
ビ
局
を
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
集

約
さ
れ
た
。
こ
れ
は
十
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
三
十
四
年
に
ラ
ジ
オ
関
西
が
中
心
に
な
っ
て
初
の
姫
路
独

立
テ
レ
ビ
局
の
申
請
が
出
さ
れ
、
そ
の
後
、
金
井
兵
庫
県
知
事
を

先
頭
に
期
成
協
議
会
を
結
成
。
こ
こ
に
サ
ン
テ
レ
ビ
が
全
国
十
五

社
十
六
局
と
と
も
に
Ｕ
Ｈ
Ｆ
（
極
超
短
波
）
に
よ
る
予
備
免
許
を

う
け
、
悲
願
は
十
年
目
で
や
っ
と
実
を
結
ん
だ
。

兵
庫
県
で
は
、
昨
年
三
月
九
日
、
神
戸
新
聞
、
ラ
ジ
オ
関
西
そ

ラ
ジ
オ
関
西
そ

の
他
財
界
が

出
資
し
て
兵

庫
テ
レ
ビ
が

で
き
、
さ
ら

に
四
月
十
五

日
、
新
た
に

械
兵
庫
県
、
神

》
戸
市
、
姫
路

放
市
の
出
資
を

の
も
と
に
、
資

室
本
金
三
億
一

準
千
万
円
、
社

副
長
に
田
中
寛

階
次
神
戸
新
聞

２
社
長
、
専
務

に
関
口
寿
一

ラ
ジ
オ
関
西

四
時
二
十
分
。
副
調
整
室
で
色
彩
パ
タ
ー
ン
を
と
ら
え
る
映
像

だ
け
が
鮮
や
か
に
動
い
て
い
る
。
カ
ラ
ｉ
カ
メ
ラ
装
置
を
早
く
か

ら
暖
め
て
お
か
な
い
と
、
き
れ
い
な
色
が
出
な
い
。
機
械
だ
け
が

準
備
す
る
中
で
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
一
階
の
ス
タ
ジ
オ
が
見
え
る
。

中
間
色
の
中
に
、
白
文
字
で
描
か
れ
た
〃
サ
ン
テ
レ
ビ
ホ
ー
ル
〃

八
文
字
の
下
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
打
合
せ
が
始
ま
っ
た
。

主
調
整
室
で
は
、
フ
ロ
ア
に
林
立
す
る
機
械
の
中
で
自
動
番
組

送
出
装
置
（
缶
・
詞
○
）
を
見
つ
め
る
眼
が
け
わ
し
い
。
電
子
計

算
機
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
覚
え
さ
せ
、
そ
れ
が
秒
の
指
示
と
共
に
、

放
送
中
、
並
び
に
次
の
番
組
を
送
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
テ
ロ
ッ
プ
を
送
る
機
械
が
、
、
、
と
名
付
け
ら
れ
、
フ
ィ
ル

ム
を
映
写
す
る
機
械
が
唖
、
唖
と
指
示
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
電

子
計
算
機
か
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
秒
単

位
で
始
動
す
る
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
た
め
の
下
準
備
と
し

て
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
の
フ
ィ
ル
ム
を
見
る
二
人
の
女
性
が
、
映
像
の
時
間

を
計
る
と
同
時
に
、
Ｃ
Ｍ
を
入
れ
た
り
、
タ
イ
ト
ル
を
入
れ
た
り

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
そ
の
秒
刻
を
メ
モ
し
て
い
る
。
そ
れ
は
い
ず

専
務
他
、
県
、
市
、
財
界
に
取
締
役
の
陣
容
を
揃
え
、
「
株
式
会

社
サ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
（
Ｊ
Ｏ
Ｕ
Ｈ
・
Ｔ
Ｖ
弱
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
」
と

社
名
を
改
め
、
今
年
五
月
一
日
の
本
放
送
を
期
し
て
の
産
声
を
あ

げ
た
。電

波
は
国
民
す
べ
て
の
も
の
な
の
だ
か
ら
、
難
視
聴
地
区
は
解

消
し
よ
う
と
い
う
郵
政
省
の
方
針
の
も
と
に
生
ま
れ
た
サ
ン
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
は
、
そ
の
建
前
と
、
現
実
に
在
阪
四
局
の
電
波
へ
の
新

た
な
挑
戦
と
い
う
本
音
と
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
そ
の
陣
痛
が
、
「

県
民
み
ん
な
が
つ
く
る
テ
レ
ビ
」
「
四
五
○
万
県
民
の
テ
レ
ビ
」

「
県
下
全
域
が
ス
タ
ジ
オ
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ー
ズ
に
縫
合

わ
さ
れ
、
こ
の
一
年
の
歴
史
は
、
そ
の
生
み
の
苦
し
み
に
投
薬
す

る
鎮
痛
剤
の
模
索
と
、
五
月
一
日
で
の
認
知
に
と
も
な
う
快
楽
の

充
足
と
の
相
克
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
は
、
「
四
五
○
万
県
民
の
テ
レ
ビ
」
の
唄
い
文
句
が
、
こ

の
一
年
の
う
ち
に
「
四
五
○
万
人
の
テ
レ
ビ
」
と
変
わ
っ
た
こ
と

に
、
内
部
の
苦
し
み
が
読
み
と
れ
る
。

１
４４
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4５

ま
り
、
刻
限
が
く
る
。
緊
張
感
が
一
瞬
ほ
ぐ
れ
る
。

ロ
ビ
ー
で
は
、
安
来
節
を
踊
る
お
じ
さ
ん
が
、
眼
だ
け
ギ
ョ
ロ

つ
か
せ
て
黙
っ
て
座
っ
て
い
る
。
ス
タ
ジ
オ
が
騒
し
く
な
っ
て
き

た
の
と
対
照
的
だ
。

れ
も
放
送
実

景
施
部
の
仕
事

風
で
あ
る
。

継
四
時
四
十

中
五
分
。
五
十

の
五
分
か
ら
流

で
れ
る
〃
テ
レ

識
ビ
タ
刊
″
の

体
準
備
で
主
調

央
整
室
の
空
気

中
が
動
き
だ
す

お
い
、
フ
ィ

ル
ム
は
で
き

と
う
か
。
誰

が
テ
ロ
ッ
プ

す
る
ね
ん
。

秒
読
み
が
始

か
ら
神
戸
の
空
高
く
飛
び
は
ね
る
。
さ
し
ず
め
、
そ
の
電
波
の
跳

躍
は
、
サ
ン
テ
レ
ビ
と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し
い
五
月
晴
れ
の
空
を

走
り
ま
わ
る
妖
精
の
跳
躍
だ
ｐ

し
か
し
、
そ
の
妖
精
を
家
庭
に
招
待
す
る
に
は
、
土
産
を
用
意

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
、
昨
年
来
か
ら
の
話
題
の
コ
ン
バ
ー

タ
ー
で
あ
る
。
電
気
に
強
い
人
は
別
と
し
て
、
一
般
人
に
は
、
そ

の
コ
ン
バ
ー
タ
ー
た
る
代
物
が
見
当
が
つ
か
な
い
。
Ｕ
Ｈ
Ｆ
と
は

一
体
な
ん
な
の
か
、
ど
う
し
て
コ
ン
バ
ー
タ
ー
な
ど
買
う
必
要
が

あ
る
の
か
、
現
に
今
の
テ
レ
ビ
で
十
分
で
は
な
い
か
、
と
た
め
ら

う
人
の
多
い
中
で
、
サ
ン
テ
レ
ビ
は
絶
え
ま
な
い
ア
ピ
ー
ル
で
、

次
々
と
新
企
画
を
打
ち
だ
し
た
。

そ
れ
が
視
聴
者
参
加
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
あ
る
〃
サ
ン
テ
レ
ピ

ホ
ー
ル
〃
で
あ
り
、
ナ
イ
タ
ー
の
完
全
中
継
を
狙
っ
た
〃
サ
ン
テ

レ
ビ
ボ
ッ
ク
ス
席
″
な
の
だ
。

五
時
三
十
分
。
ド
ラ
イ
リ
ハ
ー
サ
ル
が
開
始
。
狭
い
ス
タ
ジ
オ

に
仕
切
り
が
置
か
れ
、
出
場
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
に
つ
く
。
生

放
送
の
緊
張
感
が
昂
ま
る
。
そ
れ
を
ほ
ぐ
す
遊
児
・
笑
児
の
掛
け

合
い
。
演
芸
に
出
る
東
京
か
ら
の
東
一
平
・
八
平
の
両
人
が
、
自

分
た
ち
の
位
置
を
確
か
め
る
た
め
激
し
く
動
き
廻
る
。
台
本
を
片

手
に
チ
ー
フ
の
内
海
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
、
三
カ
所
の
コ
ー
ナ
ー
の

位
置
を
ス
タ
ッ
フ
と
動
い
て
い
る
。
徳
永
芽
里
が
軽
く
歌
を
一
曲

マ
イ
ク
が
入
っ
て
な
い
方
が
歌
い
易
い
ワ
、
で
ど
っ
と
笑
い
が
興

る
。
美
術
装
飾
嘱
託
の
納
健
氏
。
大
工
仕
事
か
ら
ペ
ン
キ
屋
ま
で

何
か
ら
何
ま
で
ま
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
文
字
通
り
の
嘱
託
。
演

劇
の
舞
台
装
置
を
し
て
い
た
経
験
が
役
立
っ
て
い
る
が
、
実
際
、

大
変
で
す
ね
。
個
人
の
才
能
を
い
か
に
発
揮
す
る
か
で
な
く
、
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
を
い
か
に
生
か
し
て
即
断
で
き
る
姿
勢
が
必
要
で
す

よ
、
と
あ
れ
こ
れ
と
ス
タ
ジ
オ
で
指
示
を
下
し
な
が
ら
語
っ
た
。

六
時
三
十
分
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
考
現
学
担
当
の
放
送
作
家
・
織

田
正
吉
氏
。
こ
う
い
う
視
聴
者
参
加
番
組
は
、
新
聞
の
コ
ミ
ュ
ー
ー

テ
ィ
ペ
ー
パ
ー
方
式
と
同
じ
で
、
コ
ン
バ
ー
タ
ー
の
普
及
に
も
つ

な
が
る
で
し
ょ
う
ね
。
東
京
で
大
事
故
が
起
こ
る
よ
り
、
隣
り
の

お
ば
は
ん
が
殺
さ
れ
た
と
い
う
方
が
お
も
ろ
い
し
、
と
物
騒
な
例

え
を
出
す
。
今
日
は
大
丈
夫
で
す
か
？
と
聞
く
と
、
小
さ
な
メ
モ

サ
ン
テ
レ
ビ
は
、
五
月
一
日
か
ら
の
本
放
送
を
前
に
、
三
月
十

五
日
、
長
田
区
大
開
通
の
新
社
屋
に
神
戸
新
聞
会
館
よ
り
移
転
、

四
月
六
日
か
ら
テ
ス
ト
放
送
を
開
始
し
た
。

新
社
屋
は
、
地
上
三
階
、
地
下
一
階
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

で
、
装
飾
の
な
い
屋
上
か
ら
オ
レ
ン
ジ
色
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ

が
、
地
上
高
四
十
五
ｍ
に
そ
び
え
て
い
る
。
一
階
が
ス
タ
ジ
オ
、

ロ
ビ
ー
、
喫
茶
室
、
二
階
が
放
送
機
器
室
、
三
階
が
事
務
室
と
な

っ
て
い
る
。
ス
タ
ジ
オ
か
ら
収
録
さ
れ
た
映
像
と
音
は
、
副
調
整

室
か
ら
主
調
整
設
備
を
経
て
、
出
力
昭
Ｗ
の
Ｓ
Ｔ
Ｌ
装
置
を
つ
か

っ
て
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
で
発
信
さ
れ
る
。
こ
れ
を
受
け
る
の
が

摩
耶
山
頂
の
ア
ン
テ
ナ
で
、
ク
ラ
イ
ス
ト
ロ
ン
と
い
う
送
信
装
置

で
六
○
八
’
六
一
四
Ｍ
Ｃ
の
極
超
短
波
が
、
双
ル
ー
プ
ア
ン
テ
ナ
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デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
這
う
よ
う
に
し
サ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
新
社
屋
席
を
控
え
て
主
調
整
室
は
総
動
員
だ
・

て
カ
メ
ラ
の
前
を
潜
る
。
カ
メ
ラ
リ
ハ
ー
サ
ル
の
合
図
。
赤
味
が
松
島
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
バ
ル
ポ
ン
を
映
像
が
と
ら
え
本
放
送
が
始

か
つ
た
ブ
ラ
ウ
ン
の
ブ
レ
ザ
ー
を
着
た
遊
児
・
笑
児
が
、
本
番
通
ま
る
と
、
選
手
名
や
打
率
や
ら
、
得
点
や
ら
の
テ
ロ
ッ
プ
が
、
映

り
の
独
白
に
入
る
。
像
が
か
わ
る
ご
と
に
大
声
で
要
求
さ
れ
る
。

ロ
ビ
ー
で
は
カ
ラ
ー
漫
画
の
主
人
公
が
楽
し
げ
に
笑
っ
て
い
る
帰
路
に
つ
い
て
ラ
ジ
オ
が
伝
え
た
。
十
時
二
十
分
を
す
ぎ
て
の

が
、
見
る
者
は
誰
も
い
な
い
。
延
長
十
回
の
裏
、
つ
い
に
逆
転
し
て
八
対
七
で
阪
神
が
勝
っ
た
。

本
番
ま
で
躯
分
だ
よ
、
あ
あ
い
や
で
も
始
ま
る
な
、
と
嘆
息
と
サ
ン
テ
レ
ビ
誕
生
に
ふ
さ
わ
し
い
劇
的
な
中
継
で
あ
っ
た
。
画

も
つ
か
ぬ
声
で
休
憩
と
食
事
が
始
ま
る
。
面
を
見
て
一
喜
一
憂
し
て
い
る
フ
ァ
ン
と
共
に
、
主
調
整
室
で
、

は
じ
め
て
中
継
車
を
使
っ
て
の
ナ
イ
タ
ー
中
継
で
、
そ
れ
が
予
定

サ
ン
テ
レ
ビ
ホ
ー
ル
は
週
三
回
、
午
後
八
時
’
九
時
の
時
間
帯
を
延
長
す
る
時
間
と
な
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
慌
て
ぶ
り
が
眼
に
浮
か

を
持
っ
て
い
る
。
既
成
民
放
局
が
、
こ
の
時
間
帯
を
非
常
に
コ
ン
ぶ
と
同
時
に
、
彼
ら
の
胸
中
に
、
し
て
や
っ
た
り
／
と
の
感
慨
が

パ
ク
ト
な
番
組
構
成
し
て
い
る
の
に
対
し
、
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
走
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
察
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

生
の
魅
力
を
ぶ
つ
け
る
と
い
う
趣
向
だ
。
人
間
臭
い
ロ
ー
カ
リ
テ

ィ
を
画
面
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
、
機
械
を
通
し
て
は
サ
ン
テ
レ
ピ
は
、
全
く
の
素
人
の
あ
つ
ま
り
で
あ
る
。
だ
か
ら

い
る
が
、
制
作
者
と
視
聴
者
と
の
真
の
人
間
交
流
を
生
み
だ
す
し
ス
タ
ッ
フ
は
、
一
日
も
早
く
玄
人
に
な
ろ
う
と
ぎ
り
ぎ
り
の
努
力

そ
れ
は
、
台
本
通
り
で
な
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
生
ず
る
人
間
性
の
余
を
重
ね
て
い
る
。
朝
八
時
に
入
っ
て
、
放
送
が
終
る
と
厳
し
い
自

裕
と
な
っ
て
で
て
く
る
。
娯
楽
性
プ
ラ
ス
社
会
性
。
こ
れ
が
視
聴
省
の
ミ
Ｉ
テ
ィ
ン
グ
が
続
く
。
帰
宅
時
間
を
気
に
す
る
も
の
は
い

者
に
ス
タ
ジ
オ
ま
で
来
て
貰
う
真
の
魅
力
な
の
だ
。
茶
の
間
に
い
な
い
。
そ
の
中
で
、
建
前
と
本
音
を
同
時
に
亀
裂
な
く
生
か
す
の

て
知
人
の
映
像
を
見
た
人
は
、
そ
の
足
で
ス
タ
ジ
オ
に
く
る
。
こ
に
は
多
少
の
愛
婿
が
生
ま
れ
る
。

れ
が
タ
レ
ン
ト
に
な
る
資
格
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
、
こ
日
曜
夕
刊
の
タ
レ
ン
ト
で
あ
る
山
崎
進
氏
は
、
四
日
の
放
送
は

れ
か
ら
の
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
な
の
で
あ
ろ
う
。

奇
跡
的
に
一
秒
の
狂
い
も
な
く
終
り
ま
し
た
。
生
放
送
以
来
初
め

八
時
。
定
刻
。
一
瞬
の
静
け
さ
と
共
に
ス
タ
ジ
オ
が
暗
く
な
る
て
の
こ
と
だ
と
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
大
喜
び
で
し
た
よ
、
と
語
っ
て

ス
タ
ジ
オ
秒
読
み
と
共
に
音
楽
が
か
か
り
、
ラ
イ
ト
が
戻
っ
て
力
く
れ
た
が
、
そ
れ
は
コ
ン
バ
ー
タ
ー
を
買
っ
て
画
面
を
見
て
い
る

メ
ラ
が
廻
る
。
市
民
、
県
民
の
声
を
代
表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

え
え
、
皆
さ
ん
今
晩
は
、
西
条
遊
児
で
す
。
笑
児
で
す
。
八
編
集
部
・
岡
本
邦
彦
Ｖ

4６

‐
甘
詑
⑫蝋謹識騨織謹蕊蕊蕊議騨識轄蕊溌

今
日
は
、
月
曜
日
の
サ
ン
テ
レ
ビ
ホ
ー

ル
で
す
な
。

や
っ
ぱ
り
月
曜
日
が
一
番
お
も
ろ
い
の

や
な
い
か
（
笑
）

こ
こ
に
い
る
の
が
徳
永
芽
里
さ
ん
。

メ
イ
ド
イ
ン
半
分
ジ
ャ
ー
マ
ニ
ィ
と
い

う
こ
と
で
（
笑
）

ほ
な
、
演
芸
行
き
ま
ひ
ょ
か
。

四
月
六
日
。
サ
ン
テ
レ
ビ
ポ
ッ
ク
ス

を
取
り
出
し
て
ざ
っ
と
目
を
通
し
鶏

ロ
ビ
ー
の
方
に
消
え
た
。

一
坪
・
・
》
．

六
時
四
十
五
分
。
カ
メ
ラ
が
映
鋳群群簿》

像
を
と
ら
え
、
マ
イ
ク
が
す
る
す
》

る
と
伸
び
る
。
内
海
デ
ィ
レ
ク
タ
鍵

－
が
副
調
整
室
に
上
り
、
レ
ジ
ー
鐸封・叩．誇錘

バ
ー
を
通
し
て
の
合
図
が
あ
る
。
識母牝エ粍毎秤

照
明
が
ス
タ
ジ
オ
一
杯
に
広
が
り
》

淡
い
影
し
か
生
ま
な
い
。
フ
ロ
ア
蕊
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猟 師 計 汁 革 耳 ＠ 噸 苦

些 一 一 側 揃 刑 ｇ 米 （ 品 那 併 砂 到 ）

剛 （ 弓 君 ） 璽 一 ’ 一 画 鴛 尭 淵

■ ； Ⅱ ． 日 日 Ⅱ Ⅱ

圃 叫 計 瀞 幹 男 謹 献 勺 吾

削 伸 州 淵 斗 部 別 削 赤 斗 凱 罰 罫 踊 冊 叫 諜

剛 罫 雨 制 諭 ン 謎

画 膨 叫
閲

い き 行 献 再 計 赦 さ 季

耐 師 三 側 揃 刑 巴 米 （ 囲 那 併 恥

洲 剛 （ 弓 君 ） 璽 一 ’ 一 画 鴛 尭

哉 叩 離 榔 代 獣 耐 叫 『

ぼ き 舜 溝 ‐ 創 戯 ヰ ハ 諺 耐 継 ぐ 州 斗

卦 噌 一 ″ 一 升 飾 雪 ‐ 恩 謙 抑 峡 苦 汁 紫 ｙ 、 入 へ Ｓ 瀞

Ａ Ｙ Ｊ い 一 」 ‐ 寺 山 喝 ｕ Ｆ 、 ｌ い 、 山 Ｙ

量

○ の ァ 大 ン 、 ワ 訓 諭 卵 Ｕ Ｊ 苦 ‐ 「 Ｉ 蕪

六 ○ ｍ ｍ Ⅲ 皿 ・ テ 則 ． 、 ｌ 元 ③ ロ ー 巴 ・ ＄ Ｓ

蒲
卦 牝 而 削 一 ~
茎
亘

詞
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血1灘灘譲

鯵靴ＥＣＴＲＩＣＧＥＮＥＲＡＬ

熱
や:E企軽，

鍵:hfDgpL…ザ･伊｡拝.■
舘謹幹謂瞳凌癖･ 塞噌宅く噌令号唖を，

蕊鱗

蕊蕊鍵蕊鍵議議議蕊鍵; 議蕊蕊

蕊議議灘譲議蕊
念

識蕊蕊蕊蕊蕊蕊
鍵議議蕊

猷
諦
群
醒
孝
悪
勤
甥
毎

蕊

輸入家庭電化製品輸入電化製品の
神戸唯一のＧＥ特約店修理も致します

リイチ産業株式会社
4８

宮・トア・ロードＴＥＬ3 ３－８６７３
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: 蕊議麗鍵議鍵識溌議霧蕊鍵鍵議識; 鍵

口
属
＠
国
園
行
動
美
術
展
開
く

さ
ん
ち
か
広
場
に
お
い
て
、
Ｋ
Ｏ
Ｂ

Ｅ
行
動
美
術
が
、
四
月
十
日
’
二
十
日

ま
で
作
品
展
を
開
い
た
。

四
月
九
日
夜
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
を
持
ち
、
百
人
近
い
参
会
者
が
、

絵
を
眺
め
な
が
ら
盃
を
か
わ
し
あ
っ

た
。作

品
の
な
か
で
は
「
音
」
の
テ
ー
マ

で
出
品
し
た
田
中
徳
喜
氏
の
ガ
ラ
ス
と

鏡
の
立
体
的
な
作
品
が
力
作
。
他
作
品

も
モ
ダ
ー
ン
な
行
動
美
術
の
作
品
傾
向

を
示
す
充
実
し
た
展
覧
会
。
参
会
者
に

は
、
貝
原
六
一
氏
ら
行
動
美
術
メ
ン
バ

ー
に
加
え
て
、
赤
根
和
生
、
小
野
富
次

氏
ら
多
彩
な
顔
ぶ
れ
だ
っ
た
。

☆
神

詮
◇
齢
』

戸
の
集
い
か
ら

口
第
二
回
「
日
印
文
化
交
歓
会
」

神
戸
日
印
文
化
協
会
（
理
事
長
滝
川

清
一
氏
）
主
催
の
第
二
回
「
日
印
文
化

交
歓
会
」
（
実
行
委
員
長
桑
原
泰
業
氏
）

が
県
民
会
館
九
階
大
ホ
ー
ル
で
、
四
月

二
十
六
日
午
後
六
時
か
ら
開
か
れ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日
本
、
イ
ン
ド
両

国
の
ダ
ン
ス
、
バ
レ
エ
、
民
謡
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
。
親
和
学
園
か
ら
も
、
コ

ー
ラ
ス
班
五
十
人
、
器
楽
班
三
十
人
が

大
量
出
演
し
、
ま
た
イ
ン
ド
舞
踊
家
矢

沢
文
子
さ
ん
が
東
京
か
ら
か
け
つ
け
、

特
別
出
演
す
る
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
だ
し
物
で
、
つ
め
か
け
た
日
印

七
百
人
の
出
席
者
を
よ
ろ
こ
ば
せ
た
。

鴬
謹: ：

ス
タ
ー
に
軽
く
イ
ナ
サ
レ
る
し
、
気
を

つ
か
わ
へ
ん
。
私
は
い
つ
も
水
割
り
。

ゆ
っ
く
り
の
ん
だ
ら
角
一
本
。
た
ま
に

は
ブ
ラ
ン
デ
ィ
も
い
い
け
れ
ど
。
ま

あ
、
飲
ん
で
る
こ
と
自
体
が
楽
し
い
ほ

う
ね
。わ

た
し
は
、
加
茂
み
や
じ
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
グ
ル
ー
プ
で
す
け
ど
、
モ
デ
ル
で

い
が
い
に
飲
む
人
少
な
い
で
す
よ
」

洋
酒
の
店
キ
ャ
ン
テ
イ

ハ
ゴ
ー
ロ
コ
ヰ
ー

榊
晴
夫

神
戸
・
生
田
区
北
長
狭
通
一
一
一
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
八
弱
Ｖ
３
０
６
０

⑤
＠
門
旨
①
門

い
つ
の
ま
に
か

飲
み
に
き
て
る
の

村
上
千
恵
八
Ｋ
．
Ｆ
・
Ｇ
モ
デ
ル
Ｖ

「
キ
ャ
ン
テ
ィ
は
、
落
ち
つ
い
て
、

バ
ー
ら
し
い
雰
囲
気
な
の
が
と
て
も
い

い
わ
。
ど
こ
で
も
、
女
の
子
が
い
る

の
。
ア
レ
か
な
わ
ん
わ
。

ご
は
ん
を
た
べ
て
、
そ
の
次
が
こ
こ

か
な
。
な
ん
や
知
ら
ん
う
ち
に
飲
み
に

き
て
い
る
の
。
ぐ
た
ぐ
た
い
う
て
も
マ

4９

⑦
唇
】
四
目
詳
酔
⑤
ｅ

☆
キ
ャ
ン
テ
ィ

コ
ー
ナ
ー
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■
■
■
■
■
■

、
Ｉ
蝿
■
■

「
ふ
た
り
だ
け
の
夜
明
け
」
と
い
う
マ
ル
セ
ル
・
カ
ミ
ュ
監
督

作
品
は
、
パ
リ
の
夜
の
世
界
に
働
く
若
者
を
描
い
た
青
春
篇
で
あ

る
が
、
こ
の
作
品
の
ラ
ス
ト
・
シ
ー
ン
は
、
そ
の
若
者
ふ
た
り

が
、
明
る
い
朝
の
海
辺
で
抱
き
合
う
と
こ
ろ
で
終
っ
て
い
る
。
海

の
香
り
が
、
ふ
た
り
を
清
め
た
感
じ
で
ホ
ッ
と
す
る
。

そ
う
い
え
ば
「
フ
ァ
一
一
ｌ
・
ガ
ｉ
ル
」
の
あ
の
フ
ァ
ニ
ー
・
プ

ラ
イ
ス
も
彼
の
船
を
追
っ
て
ひ
ろ
ぴ
ろ
と
し
た
洋
上
に
ラ
ン
チ
を

走
ら
せ
る
。
彼
女
の
髪
の
毛
が
海
の
風
に
乱
れ
る
の
が
、
い
か
に

も
心
よ
い
。
こ
こ
に
も
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
夜
の
舞
台
か
ら
解
放

さ
れ
た
（
逃
れ
た
）
女
の
心
の
た
か
ぶ
り
が
感
じ
ら
れ
た
。
海
は

、
、
、
、

人
間
の
心
の
ふ
と
こ
ろ
な
の
か
。

Ｍ
Ｇ
Ｍ
の
大
作
「
大
虐
殺
」
は
実
は
北
欧
伝
説
〃
ニ
ー
ベ
ル
ゲ

ン
の
宝
″
の
再
映
画
化
で
、
こ
れ
は
私
が
十
六
歳
の
と
き
に
見
て

感
激
し
た
ド
イ
ツ
映
画
「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
」
と
「
ク
リ
ー
ム
ヒ

ル
ト
の
復
警
」
（
と
も
に
一
九
二
四
年
作
）
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め

た
二
時
間
四
十
二
分
の
長
篇
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
ジ
ー
ク
フ
リ

c皿匿1噸、・
・
■
■
・
・
・
則
罰

亘
■
可
嫉 、

〆 海
☆
映画評論家

淀ｊＩＩ長

■
■■

腿

■

I'長滝三ムロ認
、
ｖ
ｌ

腿

<39＞
Ｉ
卜
が
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
ブ
ル
ー
ン
ヒ
ル
ト
姫
を
永
遠
の
眠
り
か

ら
目
ざ
め
さ
す
た
め
、
赤
い
帆
を
あ
げ
て
船
出
す
る
、
そ
の
北
洋

へ
の
海
の
ひ
ろ
が
り
が
美
し
く
、
海
の
青
さ
が
目
に
し
み
る
。

海
と
映
画
は
…
…
も
は
や
切
っ
て
も
き
れ
ぬ
仲
で
あ
る
。
海
洋

ロ
マ
ン
ス
こ
そ
は
ま
さ
に
映
画
の
独
だ
ん
場
で
あ
る
。
「
シ
ー
・

ホ
ー
ク
」
を
は
じ
め
「
白
鯨
」
に
い
た
る
そ
の
海
賊
船
の
あ
ら
あ

ら
し
さ
と
そ
の
帆
船
の
漁
夫
の
肌
の
匂
い
に
は
鴎
の
歌
を
聞
く
ご

と
き
、
む
し
ろ
童
心
に
よ
み
が
え
る
海
の
夢
が
あ
る
。

海
の
き
び
し
さ
を
教
え
ら
れ
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
記
録
映
画

の
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ラ
ハ
テ
ィ
ー
監
督
作
品
「
ア
ラ
ン
」
（
一
九
三

四
年
作
）
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
西
方
の
孤
島
ア
ラ
ン
の
人
た
ち
の
生

活
風
物
詩
に
あ
っ
た
。
打
ち
寄
せ
る
波
は
岩
を
砕
き
滝
と
化
し
四

散
す
る
。
土
が
な
く
、
そ
の
ひ
と
つ
ま
み
の
土
を
も
寄
せ
集
め
畑

と
す
る
そ
の
島
民
の
生
活
。
冬
は
荒
れ
狂
う
海
を
く
ぐ
り
鯨
を
追
一

い
、
そ
の
獲
物
か
ら
油
を
と
っ
て
夜
の
明
り
と
す
る
。
四
季
に
姿

を
変
え
る
波
ま
た
波
。
こ
こ
で
は
海
は
美
景
で
は
な
く
彼
ら
の
闘

い
の
場
で
あ
る
。
ア
イ
ラ
ン
ド
作
家
の
ラ
イ
ア
ム
・
オ
フ
ラ
ハ
ー

テ
ィ
や
シ
ン
グ
の
文
学
が
こ
の
風
景
か
ら
よ
み
が
え
り
、
こ
と
に

シ
ン
グ
の
ア
ラ
ン
島
を
描
い
た
『
海
に
乗
り
ゆ
く
人
々
』
の
海
に

息
子
を
奪
れ
た
悲
し
い
老
母
が
目
に
浮
か
ぶ
。

そ
う
い
え
ば
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
同
名
の
短
篇
を
映
画
化
し
た

「
老
人
と
海
」
（
一
九
五
八
年
作
）
も
老
い
た
漁
夫
の
大
か
じ
き

と
の
闘
い
に
そ
の
海
の
男
の
誇
り
が
き
び
し
く
も
胸
に
こ
み
あ
げ

た
。海

の
好
き
な
監
督
の
ひ
と
り
に
、
イ
タ
リ
ア
の
フ
ェ
デ
リ
コ
・

フ
ェ
リ
ー
一
一
監
督
が
い
る
。
彼
の
名
作
「
道
」
（
一
九
五
四
年
作
）

は
海
辺
の
貧
家
か
ら
買
わ
れ
た
白
痴
女
ジ
ェ
ル
ソ
ミ
ー
ナ
の
哀
話

、
、
、

で
あ
る
が
、
こ
の
白
痴
女
は
悲
し
く
な
る
と
海
や
た
き
火
の
焔
を
一

見
つ
め
た
。
海
と
火
は
人
間
原
始
の
魂
の
寄
り
ど
こ
ろ
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
ジ
ェ
ル
ソ
ミ
ー
ナ
を
捨
て
た
大
道
芸
人
ザ
ン
パ
ノ

オ
は
、
や
が
て
老
い
て
孤
独
と
な
っ
た
と
き
、
は
じ
め
て
ジ
ェ
ル

ソ
ミ
ー
ナ
の
神
の
ご
と
き
愛
を
さ
と
り
、
そ
の
女
を
求
め
さ
が

し
、
そ
の
女
の
す
で
に
死
せ
る
を
知
っ
て
、
男
泣
き
に
泣
き
崩
れ

た
場
所
も
、
海
の
波
打
ち
ぎ
わ
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
海
は
神
の

目
の
や
さ
し
さ
と
き
び
し
さ
を
示
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
「
南
太
平
洋
」
（
一
九
五
八
年
作
）
の
中
の

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
も
っ
た
〃
パ
リ
・
ハ
イ
″
の
ポ
リ
、
不
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レ
ガール

シ
ア
女
の
ブ
ラ
デ
ィ
。
メ
リ
イ
の
歌
を
聞
け
ば
、
南
海
の
月
の
夜

を
、
ま
た
は
郷
子
の
原
始
林
か
ら
は
る
け
き
空
に
弓
な
り
に
か
か

る
虹
を
、
感
じ
る
人
も
あ
ろ
う
。

イ
タ
リ
ア
の
記
録
映
画
作
家
フ
ォ
ル
コ
・
ク
イ
リ
チ
の
「
最
後

の
楽
園
」
（
一
九
五
七
年
作
）
の
タ
ヒ
チ
の
首
都
パ
ペ
ー
テ
の
パ

リ
祭
の
夜
明
け
は
文
化
に
む
し
ば
ま
れ
た
タ
ヒ
チ
の
疲
れ
、
そ
れ

は
な
ん
と
も
悲
し
く
哀
れ
で
あ
っ
た
が
、
あ
の
島
の
結
婚
儀
式
に

新
郎
新
婦
が
み
ん
な
か
ら
離
れ
、
海
底
に
も
ぐ
り
海
の
中
の
テ
ィ

キ
と
呼
ば
れ
た
神
の
ほ
こ
ら
に
お
詣
り
す
る
そ
の
水
中
で
の
二
人

は
美
し
か
っ
た
。
同
じ
く
イ
タ
リ
ア
の
リ
カ
ル
ド
・
フ
ェ
リ
ー
一
一

監
督
（
フ
ェ
デ
リ
コ
の
実
弟
）
の
「
砂
上
物
語
」
（
一
九
六
三
年

作
）
の
海
と
女
そ
の
三
題
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
、
ア
ン
ナ
、
ル
チ

ファニ

ぐ

ふたりだけの夜明け

ア
の
物
語
に
も
海
の
香
り
が
し
み
こ
ん
で
、
そ
れ
が
ギ
リ
シ
ャ
映

画
の
一
一
コ
ラ
ス
・
コ
ン
デ
ュ
ロ
監
督
の
「
春
の
め
ざ
め
」
（
一
九

六
三
年
作
）
と
な
る
と
、
エ
ー
ゲ
海
の
磯
に
む
ら
が
る
烏
が
人
間

と
化
し
た
よ
う
に
、
十
六
の
少
女
ク
ロ
ェ
と
十
三
の
少
年
ス
キ
ム

ノ
ス
の
、
そ
の
愛
が
、
春
の
め
ざ
め
の
焔
を
知
っ
て
、
そ
の
苦
し

さ
に
少
年
は
白
烏
を
抱
い
た
ま
ま
海
の
波
ま
に
か
ら
だ
を
ま
か
せ

海
底
に
泡
と
化
し
て
消
え
去
っ
て
ゆ
く
。
同
じ
く
ギ
リ
シ
ャ
の
ヒ

ド
ラ
島
の
海
綿
採
り
の
女
を
描
い
た
「
島
の
女
」
（
一
九
五
七
年

作
）
は
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ー
ン
・
ネ
グ
レ
ス
コ
監
督
の
作
品
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
と
き
の
ソ
フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レ
ン
の
野
性
美
が
海
の
女

の
汐
に
焼
け
た
肌
を
見
事
に
感
じ
さ
せ
、
そ
の
焼
け
つ
く
太
陽
と

波
の
う
ね
り
に
も
海
の
詩
を
聞
く
の
で
あ
っ
た
。

＜

大虐殺

１
５１
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闇
…

５９戸遊戯誌神

蕊

ソフトボール①青木重雄

昭和2 4 年の第一回全日本高校女子ソフトボール選手権大会に優勝した福田元監督率い
る芦屋女子高校チーム（上）と2 5 年の第二回大会に優勝した東中俊明監督と県立兵庫高
校チーム（下）

☆
強
か
っ
た
初
期
の
女
子
チ
ー
ム

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
生
み
の
親
ア
メ
リ
カ
で
は
、
最
初
は
室
内
用

の
野
球
と
い
っ
た
形
で
イ
ン
ド
ア
・
ベ
ー
ス
と
し
て
室
内
で
行
な

わ
れ
て
い
た
が
、
一
九
二
○
年
（
大
正
９
年
）
ご
ろ
に
な
っ
て
変

動
期
に
は
い
り
、
少
数
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
ア
ウ
ト
・
ド
ア
（
屋

外
）
に
持
ち
出
さ
れ
た
。
こ
れ
が
日
本
を
含
め
て
今
日
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
事
実
上
の
始
ま
り
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
の
後
フ
ア
ン
が
急
激
に
増
加
し
、
全
米
、
カ
ナ
ダ
に
多
く
の

チ
ー
ム
が
誕
生
し
、
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
建
設
さ
れ
、
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
も
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
三
三
年
夏
に
は
全
米
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
が
挙
行
さ
れ
て
以
来
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」
と
い
う
正

式
の
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
「
プ
レ
ー
グ
ラ
ン

5２

. §: - 薙鐸燕露4 : 燕霧蕊無韓騨蝉蕊

綱
溌識蕊

ド
・
ポ
ー
ル
」
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」
「
イ

ン
ド
ア
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」
等
と
も
呼
ば
れ
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
。

そ
の
後
婦
人
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
熱
も
盛
ん
に
な
り
、
今
日
に
い
た

る
ま
で
選
手
権
大
会
は
男
、
女
二
本
建
て
（
日
本
も
同
様
）
と
な

っ
て
い
る
が
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
数
も
男
女
合
わ
せ
て
す
で
に
八
百

万
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
数
年
前
か
ら
す
で
に
プ
ロ
の
チ
ー
ム
さ

え
で
き
て
い
る
盛
況
ぶ
り
で
あ
る
。
，

わ
が
国
の
場
合
は
、
大
正
Ⅲ
年
頃
東
京
高
師
の
教
授
で
あ
っ
た

大
谷
武
一
氏
が
欧
米
留
学
か
ら
持
っ
て
帰
り
、
学
校
体
育
の
教
材

と
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
終
戦
後
は
、
昭
和
蝕
年
８
月
大
阪
の
藤

井
寺
球
場
で
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」
と
し
て
講
習
会
が
開
か
れ
、
ま

ず
関
西
地
方
か
ら
復
活
し
た
。
同
年
如
月
大
阪
府
下
の
咽
の
女
子

チ
ー
ム
の
間
で
大
会
が
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
れ
が
わ
が
国
最
初
の

鷺･ 霧蕊蕊蕊; 鍵

, 罰
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優
勝
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
は
加
入
制
（
昭
和
妬
年
か
ら
現
在
の
９
人
制
に
変
わ
っ
た

）
で
、
二
塁
手
と
遊
撃
手
の
間
に
も
う
一
人
い
た
し
、
捕
手
と
一

塁
手
以
外
は
素
手
で
あ
っ
た
。
バ
ッ
ト
も
軟
式
野
球
の
パ
ッ
ト
を

使
用
し
、
棒
で
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
よ
う
な
笑
話
も
残
っ
て
い
る

物
資
不
足
の
折
り
柄
ポ
ー
ル
と
て
も
自
由
に
手
に
は
い
ら
ず
、
中

に
は
く
つ
下
を
詰
め
て
外
を
布
で
縫
っ
て
ポ
ー
ル
を
作
っ
た
器
用

な
人
も
い
た
が
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
世
話
役
の
人
々
の
苦
労
は
大
変

な
も
の
だ
っ
た
。
と
く
に
木
村
伊
勢
栄
初
代
兵
庫
県
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
協
会
々
長
は
じ
め
帯
野
、
滝
本
、
鞍
田
、
三
宅
諸
先
輩
た
ち
の

舞
台
裏
の
苦
労
に
は
涙
ぐ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
い
っ
た
い

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
野
球
に
比
べ
て
女
性
的
で
全
体
に
や
さ
し
く
柔

か
い
感
じ
の
ス
ポ
ー
ソ
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
る

点
ま
で
肯
定
さ
れ
る
が
今
日
の
皮
製
の
球
は
か
な
り
重
く
（
重
さ

胴
グ
ラ
ム
、
周
囲
記
・
記
零
Ⅱ
中
学
生
以
上
の
使
用
球
）
、
現
在
で

は
女
子
で
も
ス
パ
イ
ク
を
は
い
て
い
る
し
、
ヘ
ッ
ド
ス
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
も
や
る
ぐ
ら
い
だ
か
ら
ケ
ガ
を
す
る
ケ
ー
ス
も
ち
ょ
い
ち
ょ

い
あ
る
。
ま
た
、
打
球
も
な
か
な
か
飛
び
に
く
く
、
帥
腕
を
越
す

の
は
男
子
の
す
ぐ
れ
た
バ
ッ
タ
ー
に
限
ら
れ
て
い
て
女
子
で
は
と

て
も
越
さ
な
い
。
投
球
も
カ
ー
ブ
、
ド
ロ
ッ
プ
、
シ
ュ
ー
ト
と
い

ろ
い
ろ
投
げ
ら
れ
る
し
、
一
見
し
た
ほ
ど
な
ま
や
さ
し
い
球
技
で

は
な
い
。
だ
が
、
む
ろ
ん
野
球
ほ
ど
の
猛
烈
さ
は
な
い
（
球
場
の

広
さ
も
野
球
の
三
分
の
二
）
か
ら
、
年
々
学
校
、
職
場
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
盛
大
と
な
り
、
と
り
わ
け
女
子
の
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
好
適
で
あ
る
た
め
、
県
下
で
も
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
数
は
増
加

大
会
形
式
の
試
合
だ
と
「
ス
ポ
ー
ツ
帥
年
史
」
（
日
本
体
育
協
会

刊
）
．
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
ま
た
ま
当
時
進
駐
中
の
米
軍
将

兵
の
間
に
同
球
技
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
が
直
接
の
刺

激
と
な
っ
た
の
だ
が
、
神
戸
で
も
当
時
有
馬
道
に
あ
っ
た
進
駐
軍

キ
ャ
ン
プ
で
の
兵
士
ら
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
試
合
が
外
部
か
ら
も
よ

く
見
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
神
戸
で
も
同
年
同
じ
頃
市
立
第
二
高

女
（
現
須
磨
高
校
）
の
校
庭
で
女
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
最
初
の

試
合
が
行
な
わ
れ
た
が
、
大
会
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
な
く
、
そ

の
記
録
も
現
存
し
て
い
な
い
が
、
福
崎
高
女
（
現
福
崎
高
校
）
が

Ｚ

の
一
方
と
い
え
る
。

さ
て
、
本
県
最
初
の
公
式
戦
と
し
て
「
第
一
回
県
女
子
中
学
校

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
明
石
公
園
で
開
か
れ
た
の
は
昭
和
躯
年

６
月
だ
っ
た
が
、
ス
タ
ン
ド
一
杯
に
観
衆
が
集
ま
る
盛
況
で
、
や

は
り
福
崎
高
女
が
明
石
高
女
（
現
明
石
南
高
）
を
破
っ
て
初
優
勝

を
と
げ
て
神
戸
新
聞
社
か
ら
等
身
大
の
優
勝
媛
を
授
与
さ
れ
、
こ

れ
で
い
わ
ゆ
る
「
人
形
大
会
」
と
い
う
も
の
が
誕
生
し
た
。
翌
朝

の
同
新
聞
に
は
三
段
抜
き
で
「
乙
女
の
球
宴
」
と
し
て
報
道
さ
れ

当
時
の
人
々
の
暗
い
心
に
女
子
ス
ポ
ー
ツ
復
興
へ
の
明
る
い
印
象

を
与
え
た
も
の
だ
っ
た
。
同
年
近
畿
大
会
も
開
か
れ
、
こ
れ
が
全

国
大
会
へ
の
道
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
型
年
に
明
石
高
校
で
開
か

れ
た
第
３
回
県
女
子
中
学
校
の
ち
高
校
に
変
わ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
か
ら
初
の
全
国
大
会
の
予
選
を
兼
ね
て
開
か
れ
る
こ
と
と
な

り
、
福
田
元
監
督
の
ひ
き
い
る
芦
屋
女
子
高
が
優
勝
し
て
８
月
西

宮
球
場
で
行
な
わ
れ
た
第
一
回
全
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
へ
出
場
し
た
が
、
決
勝
で
香
川
県
の
坂
出
高
校
を
２
１
０

で
破
っ
て
文
字
ど
お
り
初
の
全
国
征
覇
を
と
げ
た
。

翌
年
の
第
二
回
同
大
会
も
県
代
表
の
兵
庫
高
校
が
河
南
高
校
（

大
阪
）
を
破
っ
て
優
勝
、
兵
庫
勢
の
強
さ
を
示
し
た
が
、
次
年
度

の
第
三
回
大
会
は
加
古
川
東
高
が
準
決
勝
で
破
れ
た
。
だ
が
、
”

年
度
の
第
四
回
大
会
で
は
芦
屋
女
高
が
決
勝
へ
進
出
し
て
安
田
学

園
（
広
島
）
に
惜
敗
し
、
第
六
回
大
会
（
朗
年
）
で
は
成
徳
学
園

が
同
じ
く
決
勝
戦
で
阿
倍
野
高
（
大
阪
）
に
破
れ
た
。
こ
の
間
妬

年
か
ら
は
今
ま
で
バ
ッ
テ
リ
ー
だ
け
で
あ
っ
た
の
に
野
手
全
部
が

グ
ラ
ブ
を
手
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
大
き
な
変
化
だ
っ
た
。

一
方
同
年
第
一
回
県
中
学
校
大
会
が
開
か
れ
、
現
在
の
中
体
連
総

合
大
会
の
発
足
と
な
っ
た
。
８
月
明
石
小
学
校
で
開
か
れ
た
が
、

神
戸
代
表
の
駒
ケ
林
中
学
が
優
勝
、
準
優
勝
校
は
錦
城
中
だ
っ
た

ま
た
、
ほ
か
の
大
会
で
は
鯉
年
か
ら
始
ま
っ
た
国
体
競
技
県
予
選

（
高
校
女
子
の
部
）
で
は
県
兵
庫
が
初
優
勝
し
、
同
一
般
女
子
の

部
で
は
扶
桑
鋼
管
が
、
全
日
本
一
般
女
子
県
予
選
（
躯
年
）
で
も

同
チ
ー
ム
が
優
勝
し
て
県
代
表
と
な
っ
た
。

な
お
、
県
下
男
子
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
進
出
は
よ
ほ
ど
遅
く
劃
年

ご
ろ
か
ら
で
あ
っ
た
。
（
四
四
・
四
・
二
二
記
）
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新型ケース入御結納飾

合資会社

遠藤福寿堂
東店＝神戸市生田区トア.ロード高架上るＴＥＬ< 3 9 > 代1 8 7 1
西店＝神戸市長田区市電菅原東入るT E L < 5 5 > 代2 2 5 1

メトロ神戸店＝神戸高速地下街T E L < 3 4 > １０３５

あなたの美しいヘヤースタイルと
花嫁をつくる美容室エリザベス

鍾義参エリザベス
畑尾芙久子

本店美容室生田神社前新河南ピル２階く 3 3 > 8 8 9 4
婚礼衣裳部生田神社前（元本店美容室）〈3 3 > 3 2 5 8
三宮店三宮神社山側三上ビル２階く3 3 > 4 9 1 7
芦屋支店芦屋市阪神芦屋駅前く２＞ 4 0 6 7
西宮店西宮市阪急西宮マンション北館１階く6 7 ＞1 2 9 4
美容担当（東京初代遠藤波津子直流）専属結婚式場
生田神社・オリエンタルホテル・阪急六甲山ホテル・住吉
学園・蘇州園他
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